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相次ぐ台風、豪雨、猛暑と目まぐるしく移り変わる

毎日ですが、会員各位におかれましてはお変わりな

く、元気にお過ごしでしょうか。 

住まいのホームドクター／設計者の会の活動に目

新しい活動はありませんが、本号の記事の「日帰り研

修会」を年に２回開催、今回は近場の三河でしたがそ

れなりに見どころがあることを再認識しました。 

相談委員会は各位の協力で「無料電話相談」継続し

ています。昨年度は新築工事の 5 回検査の依頼があ

りましたが、残念ながら殆ど相談がない状況が続い

ております。改善を図れる妙案があれば良いのです

が・・・ 

マンション研究会は「N マンションの大規模修繕

工事」の工事監理は担当会員の尽力で進行中です。 

また、『マンション管理組合のための大規模修繕』を

テキストとし輪読し最新の知識を身に着けようとし

ています。 

会員の皆様には以前からの委員会所属にこだわら

ずの参加を、ささやかな呈茶を用意してお待ちして

います。 

 

 

 

５月２３日（土）、研修旅行（日帰り建築見学）を

実施しました。参加者は６人で三河地区を廻りまし

た。その報告をいたします。 

◇高浜市やきものの里森前公園（高浜市青木町） 

私どもは建築人なのでかわら美術館の展示を…と

なりそうですが、開館前に到着したので入館せず、北

側の森前公園の瓦庭を散策しました。鬼瓦で製作し

た海の生物や龍などのパッブリックアートが多数あ

って、夜はランプシェードの照明となる幻想的なと

ころです。（制作者は平倉昭男・神谷博基氏） 

蛇の体のように表面がうねるオブジェには破砕瓦

が貼られ、銀色系のモノトーンであっても冷たく感

じさせない瓦独特の肌合いを持たせてありました。 

公園には「石炭焼瓦窯元祖、石原熊治郎君」とある碑

があります。当初の瓦は木炭で焼かれていましたが、

「石炭窯」を開発し瓦づくりと普及に努めた石原熊

治郎氏に敬意を表して建てられた碑です。また、「森

前の渡し」碑もあり、高浜と知多（亀崎）を結ぶ航路

があったこと記されています。渡し船は、衣浦大橋が 

出来た時に廃止されたということです。 

 

 

 

今後の予定   

7/15 18：00～ マンション・ビル大規模修繕研究会 

8/19 18：３0～ 相談委員会 

本紙バックナンバーは当会のホームページｈｔｔｐ：//www.sumaidoctor.or.jp からご覧いただけます 

HD 日帰り研修会                   研修委員長 津島勝弥 

近況紹介                        理事長 滝井幹夫 



◇丈山苑 詩泉閣（安城市和泉町） 

 石川丈山は三河国泉郷（現：安城市）に生まれ、徳

川家に仕えたのち、京都一乗寺に詩仙堂を建て、風雅

を楽しみ、詩作に遊ぶという悠々自適の生活を送っ

たようです。安城市が丈山の生誕地に詩仙堂を思わ

せる和風庭園と書院を配し、「丈山苑」として再現し

ました。 

アプローチを進むと、やがて数寄屋造りの詩泉閣

が姿を現します。ここで枯山水の庭園を眺めながら

抹茶を楽しみました。庭園には現代風「生け花」が…、

生け花というよりオブジェの体でした。解説は見つ

からなかったのですが、たぶん草月流と勝手に考え 

ています。 

 

 

この日は書院で丈山苑の施工に関わった方の講演

があるということで聴きたかったのですが、午後か

らなので叶いませんでした。支度中の講師の方とは

話すことができ、図面も見せていただきました。和紙

のトレペに手描きされた屋根の施工図でした。 

建物上階からむくりの美しい屋根を見たのち庭園

もしっかり回遊しました。樹木や竹林、生垣で近隣と

の双方の視界を遮ることで、くつろぎの空気に満ち

た空間を獲得しています。欲を言えば、２階からの眺

めに近隣住戸が見える抜けがあり、整備が進むこと

を期待します。 

 

◇西尾市歴史公園 旧近衛邸（西尾市錦城町） 

 初めて訪れた私は、木々に囲まれひと際高い位置

にある城を見てあれが天守かと思ったのですが、実

は（本丸丑寅）櫓でした。天守は本丸になく二之丸に

あり、天守台のみが残っていました。ここでの見学の

メインは、京から移築された旧近衛邸で、島津家にて

江戸後期に建てられた茶の湯文化を伝える建物です。 

内部（書院と茶室の範囲）の見学は無料とはいえ、有 

 

料の抹茶を注文しないと上がりにくい感じでしたが、

丈山苑で抹茶をいただいたばかりとの事情を話すと

「見学は無料ですよ」と快く迎えてもらえました。 

書院で抹茶を楽しむ方々の背後を抜けて茶室へ。か

なり高い床框と点前座の奥に設けた床の間「亭主床」

の構成が特徴で、上品な花釘や花明窓が公家の茶の

湯にふさわしい品格を感じさせていました。 



◇金蓮寺 （国宝・弥陀堂）（西尾市吉良町） 

 愛知県内で最古の木造建築である金蓮寺の弥陀堂

は鎌倉時代の建築で、昭和 30 年に国宝に指定されま

した。檜皮葺き（一時は瓦であったらしく国宝指定前

年の修理で復原。）屋根の軒先まで「そり」が連続す

るカーブは美しく、時代は違っても先に見学した丈

山苑詩泉閣の「むくり」屋根のカーブと同じく、建物

外観の重要な要素になるとあらためて感じました。 

様式や履歴、阿弥陀三尊像（県指定文化財）について

は他での解説も多く割愛します。 

現在の本堂で、本尊よりも天井意匠や構造を凝視

する私たちに興味を示したのか、寺の方に話しかけ

られました。飾られた絵の青色がとてもきれいだっ

たのでいつの時代のものかという話をしました。そ

の中には戦時の出陣式を描いたものもありました。

戦火を免れ、弥陀堂だけでなく絵も残ったという寺

の運命に。よかったなあという感想を持ちました。 

 

 

 

◇蒲郡クラッシックホテル 

三河湾を望む丘に城郭風ホテルが建てられたのは

昭和９年。政府が昭和初期に進めた国際観光政策 

（外貨獲得）の一環として外国人客が宿泊可能なホ

テル建設を推奨、その資金を低利融資したことで全

国に 13件のホテル（奈良ホテルや日光金谷ホテルな

ど）が建設されました。旧蒲郡ホテルはその適用を

最初に受けた事業で、設計者には鉄道省技師の久野

節、現場監理にはホテルの経営会社瀧兵（タキヒョ

ー）と関係のあった建築家の村瀬国之助があたりま

した。竣工当初の丘陵敷地には他の和風旅館の施設

も点在し、丘全体で一つのリゾート施設になってい

たようですが現在も様子は受け継がれていました。 

実際にホテルに入ってロビー空間を体験すると、

現代の広さに慣れているからか、くつろぐには狭い

なという印象でまた、近すぎる植栽に阻まれ建物全

体のプロポーションの確認もかないませんでした。 

蒲郡ホテルは昭和55年に閉鎖、蒲郡市に売却され

ます。昭和62年に国土計画株式会社が蒲郡プリンス

ホテルとして営業を再開、平成24年に呉竹荘が、事 

業を継承し現在に至るのですが、建物の規模外観、

景観がそのまま引き継がれたことはよかったと考え

ています。 

曇り空でしたが、駐車場からの三河湾の眺望は、

ホテルからの眺望も間違いなしと思わせるほど美し

いものでした。ホテルの創設者瀧氏はこの地の観光

地化を目指し、竹島橋や弘法大師像なども建設して

います。 

 今回の見学旅行の最後は旅館の日帰り温泉につか

り、少しですが疲れを癒して帰路につきました。運

転の小川さん、ナビの浅井さんお疲れさま

▉マンション・ビル大規模修繕研究会 

1/21、3/18、5/20  18：00～19：00 

N マンション状況報告。テキストの読み合わせ。 

▉相談委員会 2/18、4/15、6/17 18:30～19:00 

電話相談報告、意見、質疑。次回リーフレットの

内容について。電話当番の担当日を決めた。 




